
平 成 1 8 年 度  第 3 回 理 事 会 抄 録  

 
日 時 ： 平 成 1 8 年 8 月 1 9 日 （ 土 ） 1 3： 0 0～ 1 5： 4 5  
場 所 ：（ 社 ） 日 本 作 業 療 法 士 協 会 事 務 所  1 0 階 会 議 室  
出 席 ： 杉 原（ 会 長 ）、中 村（ 春 ）、山 根（ 副 会 長 ）、荻 原（ 事

務 局 長 ）、 古 川 、 長 谷 川 （ 監 事 ）、 岩 瀬 、 太 田 、 小 林

（ 正 ）、香 山 、鶴 見 、早 川（ 宏 ）、比 留 間（ 常 務 理 事 ）、

大 熊 、大 丸 、片 岡 、楜 澤 、小 林（ 毅 ）、澤 田 、早 川（ 昭 ）、

三 澤 、（ 理 事 ）、 石 塚 、 毛 束 、 土 井 、 中 里 （ 部 ・ 委 員

長 ）、 大 瀧 （ 士 会 連 絡 協 議 会 長 ）、 大 嶋 （ 第 4 0 回 日

本 作 業 療 法 学 会 副 学 会 長 ）  
   
Ⅰ 審 議 事 項  
１ ． 平 成 1 8 年 度 課 題 研 究 の 応 募 に 対 す る 審 査 結 果 に つ

い て （ 澤 田 学 術 部 担 当 理 事 ） 8 題 の 応 募 が あ り 、 7 月 2 3

日 に 開 催 し た 課 題 研 究 審 査 委 員 会 及 び 倫 理 審 査 委 員 会 に

お い て 、 3 題 （ ① 認 知 症 に 対 す る 作 業 療 法 的 介 入 の エ ビ

デ ン ス 検 証 に 関 す る 研 究 ② 呼 吸 器 疾 患 に 対 す る 作 業 療 法

の 有 効 性 に 関 す る 研 究 ― 実 態 調 査 な ら び に 普 及 促 進 に 向

け て ― ③ 精 神 障 害 に 対 す る 作 業 療 法 の 効 果 に 対 す る 研

究 ） を 助 成 推 薦 課 題 と し て 決 定 。 採 択 さ れ た 研 究 に つ い

て H P 等 を 通 じ て 公 表 し て い く 。 研 究 の 概 略 に つ い て 9

月 理 事 会 に 報 告 す る 。 → 承 認  

 

２ ． 平 成 1 9～ 2 1 年 度 全 国 研 修 会 の 運 営 士 会 （ 案 ） に つ

い て（ 比 留 間 事 業 部 担 当 理 事 ） 1 年 に 2 会 場 、参 加 者 3 0 0

名 程 度 の 規 模 で 、 1 9 年 度 は 山 形 県 、和 歌 山 県 、 2 0 年 度 は

栃 木 県 、 徳 島 県 で の 開 催 を 決 め た 。 2 1 年 度 に つ い て は 調

整 中 。 開 催 士 会 か ら 今 年 度 全 国 研 修 会 へ の 担 当 者 の 派 遣

に つ い て は 事 業 部 で 再 検 討 の こ と 。 → 承 認  

 

３ ． 独 立 行 政 法 人 製 品 評 価 技 術 基 盤 機 構 の 標 準 化 業 務 推

進 委 員 会 の 委 員 に つ い て （ 杉 原 会 長 ） 標 準 化 業 務 推 進 委

員 会 の 高 齢 者 ・ 障 害 者 配 慮 部 会 委 員 の 推 薦 依 頼 が あ り 、

機 器 問 題 担 当 理 事 の 大 熊 理 事 に 依 頼 す る 。 → 承 認  

                              

Ⅱ 報 告 事 項  
１ ． 第 4 1 回 総 会 報 告 （ 中 里 総 会 議 事 運 営 委 員 長 ） 定 刻

開 会 、 議 場 閉 鎖 等 を 含 め て プ ロ グ ラ ム 集 へ の 総 会 案 内 の

掲 載 に つ い て 、 総 会 直 前 セ ッ シ ョ ン の 定 刻 終 了 の 厳 守 、
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開 会 の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン に つ い て 等 が 今 後 の 検 討 事 項

と し て 考 え ら れ る 。 表 彰 委 員 会 と の 連 絡 不 足 が あ り 、 表

彰 に 際 し て 不 手 際 が あ っ た 。  

 

２ ． 第 4 0 回 日 本 作 業 療 法 学 会 終 了 報 告 （ 大 嶋 第 4 0 回 日

本 作 業 療 法 学 会 副 学 会 長 ）協 会 員 の み で 5 0 0 0 人 以 上 の 参

加 が あ っ た 。 会 場 費 に つ い て 未 使 用 部 分 の 削 減 を 交 渉 、

イ ベ ン ト 業 者 に 依 頼 せ ず 士 会 が 運 営 す る 等 経 費 の 節 減 を

図 っ た 。 参 加 者 が 予 想 よ り 多 く 、 収 入 も 多 か っ た 。 詳 細

な 収 支 に つ い て は 後 日 報 告 す る 。  

 

３ ． W F O T 代 表 者 会 議 に つ い て （ 会 長 ） 第 2 7 回 W F O T 代 表

者 会 議 に つ い て は 冨 岡 W F O T 代 表 か ら 書 面 報 告 。冨 岡 代 表

は 中 国 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 セ ン タ ー 最 終 シ ン ポ ジ

ウ ム メ ン バ ー と し て 出 向 い て い る 。 9 月 理 事 会 で 代 表 か

ら 議 題 の 提 案 が あ る 。  

 

4 ． 次 期 診 療 報 酬 改 定 に 向 け た 重 点 取 組 み 項 目 に 関 す る

保 険 部 案 に つ い て ( 太 田 保 険 部 担 当 理 事 ) 9 月 理 事 会 で の

審 議 の た め に 保 険 部 か ら の 素 案 と し て 、① 今 後 の 日 程（ 予

定 ） ② 作 業 を 進 め る に あ た っ て の 基 本 的 作 業 項 目 ③ 重 点

取 組 項 目 （ 案 ） が 提 示 さ れ た 。  

 

5 ． 事 例 報 告 登 録 制 度 の 登 録 手 続 き の 変 更 に つ い て （ 小

林 学 術 部 担 当 理 事 ） 同 意 手 続 に つ い て 、 個 人 情 報 保 護 に

つ い て 等 を 整 え 、 明 確 に 記 述 す る 検 討 を 8 月 、 9 月 に 行

い 、 後 日 提 示 す る 。  

 

6 ． 事 務 職 員 の 採 用 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 事 務 局 機

能 拡 充 の た め に 、新 卒 者 の 募 集 を し た 結 果 、 1 名（ 女 性 ・

0 7 年 3 月 大 学 卒 業 予 定 ）を 採 用 す る 。2 0 1 0 年 に 事 務 局 を

1 0 名 体 制 と す る 。  

 

7 ． 旅 費 交 通 費 ・ 宿 泊 基 準 内 規 に つ い て （ 石 塚 財 務 部 長 ） 

会 議 等 で 宿 泊 が 必 要 な 場 合 は 、「 宿 泊 費 支 給 理 由 書 」を 提

出 し 、 財 務 部 長 の 承 認 を 得 て か ら 支 給 を 行 う 。  

 

8 ． そ の 他 １ ） 平 成 1 8 年 度 事 業 部 研 修 会 予 定 … 事 業 部 よ

り 書 面 報 告  ２ ） そ の 他 ① 本 年 度 の 日 本 作 業 療 法 士 協 会

保 険 制 度 の 取 扱 い に つ い て （ 株 ） Ｎ Ｎ Ｉ コ ミ ュ ニ ケ ー シ
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ョ ン ズ 佐 藤 氏 よ り 7 月 1 日 よ り 保 険 開 始 さ れ た 旨 の 報 告

が あ っ た 。損 害 保 険 ジ ャ パ ン の 担 当 者 よ り 挨 拶 が あ っ た 。

② 各 部 ・ 委 員 会 規 約 に つ い て （ 土 井 規 約 委 員 長 ） 未 提 出

の 部 が あ り 、 集 約 で き て い な い が 、 9 月 の 理 事 会 に 提 示

で き る 予 定 。③ 五 団 体 連 絡 協 議 会 に つ い て（ 中 村 副 会 長 ）

7 月 2 3 日 に 開 催 、 規 約 を 検 討 。 正 式 な 規 約 は 後 日 提 示 す

る 。 1 0 月 に 診 療 報 酬 改 定 に 関 す る 調 査 を 行 う 。 ④ 香 山 理

事：「 精 神 医 療 に 係 る 患 者 の 利 用 実 態 や 機 能 等 評 価 及 び そ

の 結 果 の 公 表 に 関 す る 研 究 」の 1 7 年 度 研 究 報 告 が で き た 。

1 8 年 度 に 作 業 療 法 の 精 神 医 療 に お け る 機 能 と 評 価 に つ

い て の 研 究 を 精 神 担 当 理 事 で 進 め た い 。 ガ イ ド ラ イ ン の

自 己 評 価 票 を 点 検 、 見 直 し を し 、 そ れ を 使 用 し た 形 で の

研 究 に し た い 。 ⑤ 第 4 回 協 会 ・ 士 会 合 同 役 職 者 研 修 会 に

つ い て （ 開 催 案 ）（ 片 岡 士 会 担 当 理 事 ） 1 8 年 1 0 月 1 4 日

（ 土 ） 午 後 ～ 1 5 日 （ 日 ） 午 前 中 ま た は 午 後 2 時 頃 ま で の

予 定 で 日 本 工 学 院 専 門 学 校 （ 大 田 区 西 蒲 田 ） に お い て 開

催 。 ⑥ 大 熊 理 事 ： 日 本 福 祉 用 具 供 給 協 会 か ら 介 護 保 険 改

訂 の 影 響 の 調 査 報 告 書 、 ま た 福 祉 用 具 の 国 民 会 議 か ら 介

護 保 険 に お け る 福 祉 用 具 利 用 実 態 調 査 報 告 書 が 出 さ れ て

い る 。 ⑦ 中 村 副 会 長 ： １ ） 全 国 地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

支 援 事 業 連 絡 協 議 会 （ 仮 称 ） の 役 員 が 決 定 し た 。 ２ ） 有

限 責 任 中 間 法 人 全 国 P T 、O T 、S T 民 間 事 業 者 連 絡 協 議 会 が

発 足 、 渉 外 部 と 保 険 部 で 対 応 す る 。  
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